
評価用試薬

【特徴】
●270℃まで安定
●空気中の酸素と反応しない
●水との反応熱発生は少ない

【注意事項】
●本試薬は医薬品や食料品ではありません●本試薬は評価用試薬です●医師の指導にもとづいてのみ利用ください

【本試薬について】
●現在各医療機関、及び大学など研究機関にて臨床データの集積を行っています

水素発生曲線 ( 1 カプセル当り )
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【水素の作用】

酸化抑制作用
遺伝子、脂肪酸、タンパク質の

酸化抑制

抗炎症作用
炎症増幅の抑制

AGE 産生抑制作用
糖尿病合併症の抑制

糖化変性の抑制

代謝促進作用
ミトコンドリアの

酸化劣化 /変性の抑制

mRNA調節作用
HSP 産生の

コントロール

選択的活性酸素除去作用

[Mg-H2] 構造 ( 推定 )

SUBSTANCE H2
[Mg - H2]

水素含有マグネシウム
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血中の水素濃度変化

90mg/kg 投与群

時間 (h)
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時間 ( h ) （N＝5）

（N＝5）

[ M g - H 2 ] + 2 H 2O→Mg ( O H ) 2+ 2 H 2水素発生の仕組み

岩塩由来のマグネシウムに水素を含有させた物質を主成分としています
水素分子とマグネシウムの化学的結合はありません

消化管内水と反応

カプセル溶解（十二指腸）
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